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③〈アノータッタ湖の沐浴場〉　MN の Potaliyasutta（no.54, MN i.359ff.）という経
典は，アングッタラーパという地を舞台としている．この地名の由来に関連して，
註釈はアノータッタ湖に言及し，さらにそこには心地よい踏み石をもった沐浴場


























衆と称する神々（ValAhakakAyikA devA）として，シータ（SIta-valAhaka, 寒雲），ウンハ 





















































































に，コーサラ王が十六夢を［見る］ように……．（Mp iii.316, cf. Sp iii.520, Vibh-a 407）


















（Sv ii.384, cf. Ps v.9）と説いた，という逸話が記されている．ダンマパーラの復註
（Sv-T i.501）は，この箇所に言及しないが，ビルマのニャーナアビウンタ














































１）車宮（rathavimAna）については，PED, s.v. vimAna, 7 参照．しかし，日月と vimAna
と devaputta の関係は混乱している．As iv.54 では，「天子たる月の宮殿（candassa 






春秋社，1985，p.104f.，後藤敏文「AZvin と NAsatya」『印度學佛教學研究』39,2, 1991： 
982–977 等参照．　　　２）但し，MN i.337 と同じ偈の Th 1190 に対するダンマパーラ




するという意味（rUpe rUpassa vA abhighAto ti attho）」という説明しかなされていない．
５）Vism-mhT と As-anuT とに，他文献にない同一表現が見られることは，著作問題を考
える上で重要なポイントになると思われる．ダンマパーラの著作の真偽は不確定だが，
小部７経の註釈者とアビダンマ復々註の作者の関連については Oskar von Hinüber： A 
Handbook of PAli Literature. Berlin 1996/New Delhi 1997, sec. 360, 364, 366 参照．ただし彼は
sec.366 で Sp-pT が As-mT に言及していると指摘しているが，Sv-pT の誤り．そこで重要
なのは Sv-pT の著者ダンマパーラが As-mT に言及する際，AnandAcariyo avoca という異例





xx.73： bahiddhA anindriyabaddhaM aya-loha-tipu-sIsa-suvaNNa-rajata-muttA-maNi-veLuriya-saGkha-
silA-pavALa-lohitaGga-masAragalla-bhUmi-pAsANa-pabbata-tiNa-rukkha-latAdibhedaM vavaTTakappo 
paTThAya uppajjanakarUpaM.　　　７）サーリプッタの著作研究としては，Primoz Pacenko： 
“SAriputta and his works”, JPTS 23, 1997： 159–179 が挙げられる．　　　８）感嘆詞 bho が
犬の鳴き声の擬音語と重なる．古代インドで表現される犬の鳴き声については W.Bollée： 
Gone to the dogs in ancient India. München 2006： 43–46 に詳しい．この事例については p.45
にある．　　　９）佐々木閑「仏教の自然観」『財団法人松ヶ岡文庫研究年報』20, 2006, 
p.21, 25 参照．大毘婆沙論［1545］vol.27, 60b では，ある種の畜生と餓鬼が，煙・雲・雨・
寒熱等を起すことについて，「有天能興雲，有天能降雨，有天作寒熱，有天起風雷」と
いう経文（SN iii.254 に対応！上記⑤）を引用し，降雨等は直接的には龍の加行としな
がらも，実は「一切有情の共の増上果」であると述べる．さらに，地獄等も同じとみなす．
日月の運行については，AbhidharmakoZabhASya（P）p.165 に「さて，これら月と太陽とは，
何の上に置かれているのか．風の上に．空中に，すべての生き物の共業の増上力（sarva­
sattvasAdhAraNakarmAdhipatya）によって起し出された風どもが，渦巻きのようにスメール
［山］を巡る」とある．
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